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レーザー干渉計型重力波望遠鏡 KAGRAでは、重力波が引き起こす鏡間の距離の微小変化を検

出する。このとき、重力波以外の要因で鏡が揺れていると、重力波と区別できず雑音となってし

まう。地上における重力波検出器では、地面振動が鏡を揺らす主な要因となるため、地面振動を

鏡に伝わりにくくするための防振装置が必要となる。

腕共振器の鏡は、重力波に対する感度に最も敏感であるため、KAGRAの中でも最高性能の防

振装置が用いられる。KAGRAの防振装置は SAS (Seismic Attenuation System)と呼ばれ、鏡

を多段振り子のように懸架する。この SAS には、倒立振り子や geometrical anti-spring などの

機械的共振周波数を低くする機構が組み込まれており、それらを搭載したマスステージを多段に

懸架することで高い受動防振性能を実現している。腕共振器鏡用の SASへの要求値は、観測帯域

（10 Hz以上）における鏡の揺れが 1× 10−19 m/Hz−1 以下となっている。

一方で、干渉計の動作点引き込みや安定運用のため、SASの共振モードの揺れも抑制する必要

がある。そのため、SAS の各段にはセンサおよびアクチュエータが搭載されており、フィード

バック制御を行うことで共振モードをダンピングする。SASは多段のマスステージからなる非常

に複雑な系であるため、ディジタルシステムを用いて制御系の管理を行う。

現在、KAGRAは感度向上のためのアップグレードの最中であり、我々は腕共振器鏡用の SAS

のインストールを行っている。本講演では、SASの性能評価とインストールの現状について発表

する。


